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X17a 大質量銀河団 SPT-CL J0615-5746 に属するCO分子輝線銀河が示す環境効果
による星形成活動の抑制
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宇宙全体の星形成率は低下し続けており、そのメカニズムとして、環境効果による星形成活動の抑制（quenching）
が先行研究によって示唆されている。環境効果による quenchingのプロセスとして複数のシナリオが提案されて
いるが、個別の天体ごとにいずれのシナリオを辿るかは不明である。その解明のために、まさに環境効果によっ
て quenchingが起こっていると思われる銀河の物理情報が多く必要となる。
本研究では、ALMAにより観測された、z = 0.972に存在する大質量銀河団 SPT-CL J0615−5746の中心部

（∼ 0.2R200）に位置する 4つのメンバー銀河の物理的性質を解析した。SPT0615は高温の銀河団ガスで満たされ
ていると考えられるため、中心部では環境効果による quenchingが見られることが期待される。解析の結果、4つ
の銀河でダストによる連続波が検出され、更に 3つの銀河ではCO(J = 5–4)輝線が 5σ以上の有意性で検出され
た。星形成率と分子ガス質量は計算より SFR ∼101–102M⊙/year及びMH2 ∼ 109M⊙と得られ、これらの銀河が
活発な星形成活動を示すことを明らかにした。さらに、COの放射と phase-space diagram（縦軸に銀河の相対速
度、横軸に銀河団中心からの距離をプロットした図）、そしてHST による可視光–近赤外線での画像から、1つの
銀河で銀河団ガスとの相互作用による分子ガスの剥ぎ取りが見られることが分かった。この銀河では剥ぎ取られ
たガスにおいても星形成が付随している兆候が見られ、環境効果を議論する上で重要なサンプルを提供している。


